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友人、知人が「良かった！」と熱心に連絡してくださり、また、我が

エルミタージュのお隣にはそれを上映中のシネサロンがありますので、

それでは！ということで、吉田修一氏の朝日新聞連載小説『国宝』の映

画化作品、吉沢亮主演、横浜流星共演の映画「国宝」を見に行きました。

映画「国宝」は歌舞伎役者の芸道の取り組みを描いたものです。 

 現在、歌舞伎の無形重要文化財「歌舞伎女方」保持者、つまり「人間国宝」となっているのは

坂東玉三郎です。彼の気品と妖艶さを合わせ持つ美しさには、歌舞伎を知らない私でも圧倒され

ます。映画のタイトルは、「国宝」ですが、玉三郎とは全く関係のないフィクションです。 

 

映画「国宝」では、上方歌舞伎の梨園の御曹司と才

能を見込まれた芸養子の成長と芸道を軸にしていま

す。対立軸があって、義兄弟でありながら、ライバル

であるという、緊張感たっぷりのサスペンスです。  

歌舞伎の芸はお家芸として伝承されていますが、「好きこそ物の上手なれ」といわれるように、

芸才は「狂」の世界に宿るものかもしれません。後ろ盾はないものの、師匠に見込まれて、「狂」

に生きる主人公、恵まれた世界が与えられながらも、重圧と期待の中で、主人公の芸を超えられ

ない御曹司の苦しみ。この二人の葛藤が華やかで美しい歌舞伎の舞台を見せながら進行します。、 

 歌舞伎役者の世界は梨園と言われ、親が子に、音楽、踊り、芝居の芸を教え、その芸道を職業、

財産、地位として、世襲させます。子どもは家業を継いでいきます。梨園に育たなくても、この

仕事をしたい人も現れるわけですが、待遇に差が出ることをも、露骨に描いています。 

 芸の才能を見抜く力は、梨園の人であれば、そして厳しい稽古を積んだ人であればあるだけ、

持っているでしょう。けれども、芸に魅せられ、芸を喜び、役者に酔い、それぞれ好き勝手に評

価するのは、観劇する人々です。この「人気」という魔物も役者を生かしも殺しもするようです。 

 また、主人公の出自は任侠という、無法者の、豪勢ではあっても、非現実的な、同時に悲惨な

世界でした。彼は、掛け替えのないたった一人の親族である、頼もしい父親が、殴り込みを受け

て、立ち回り、壮絶な死を遂げるのを目撃していました。その衝撃と悲しみをかかえつつも、任

侠に生きた父の最後の姿を美化したのでしょうか。主人公の見たい世界は、雪の散り敷く庭で、

命のギリギリまで己の力を振り絞った父、男の世界でした。ある意味でイリュージョンです。 

二人は切磋琢磨して、練習を重ね、美しい舞台を作りたいと共に励みます。けれども、「チャ

ンス」という魔物もあって、それを掴めるか否かで、道が別れていきます。逆境にも、それに耐

え得る精神性が問われます。主人公には芸しか道は見えず、高みを目指していきます。 

美男、美女たちと、様式美、色彩美あふれる舞台の美しさが、目を楽しませてくれる映画でし

た。また、見知らぬ世界の影の部分を垣間見るようで、スリリングでした。さて、この頃、若手

俳優たちの名前を覚えることが出来ず、さらに皆同じようなキレイな顔に見え、誰が誰やら区別

がつかなくなっています。特に今回は白塗り化粧のせいもあったかもしれません。私の認知機能

も低下してしまいました。また、エアコンの効いたところで、3 時間近い上映時間ですから、そ

れなりの用意が必要かなとも思いました。じっと楽しむのにも体力が必要になってきました。 


